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災害件数（誤報を含む）
災害出動延べ人数
その他出動（訓練など）件数
その他出動（訓練など）延べ人数

69件
2,814人
163件
3,697人
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平
素
よ
り
大
変
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
府
中
市
消
防
団
広

報
委
員
長
の
大
清
水
と
申
し
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り

消
防
団
活
動
に
ご
理
解
・
ご
協
力

を
賜
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
消
防
団
は
、
地
域
の
皆
様
が
安
心
・
安
全
に
生
活
が
で

き
る
よ
う
有
事
に
備
え
た
訓
練
を
し
て
お
り
、
昨
年
は
消
防
ポ
ン

プ
車
操
法
審
査
会
も
あ
り
ま
し
た
。
各
分
団
の
選
手
は
幾
度
と
な

く
練
習
を
重
ね
、
大
変
素
晴
ら
し
い
演
技
を
披
露
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
団
員
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
家
族
の
皆
様

の
ご
協
力
に
も
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
川
崎
団
長
の
指
揮
の
下
、
消
防
団
活
動
に
従
事
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

本
年
1
月
に
府
中
市
消
防
団
70
周
年
記
念
号
を
発
行
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
初
代
団
長
か
ら
8
代
目
団
長
ま
で
の
災
害
を
含

む
歴
史
を
掲
載
し
た
内
容
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
ち
ら
も
是
非

ご
覧
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

広報委員長  第8分団  団員
大清水     航

　

令
和
6
年
12
月
28
日
（
土
）
～
30
日
（
月
）
に

歳
末
特
別
警
戒
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
歳
末
特
別
警
戒
は
、
警
戒
本
部
を
府
中
市

中
央
防
災
セ
ン
タ
ー
に
、
分
所
を
各
防
災
セ
ン

タ
ー
に
設
置
し
、
消
防
ポ
ン
プ
車
に
て
警
戒
区
域

内
に
対
す
る
巡
回
広
報
活
動
を
目
的
に
実
施
し
て

い
ま
す
。
各
分
団
は
、
地
域
住
民
へ
防
火
・
防
災

の
意
識
啓
発
の
た
め
、
広
報
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
警
戒
に

お
い
て
は
、
市
長
、

都
議
会
議
員
及
び

府
中
消
防
署
長
が

各
防
災
セ
ン
タ
ー

へ
の
巡
察
を
2
日

間
に
分
け
て
行
い
、

各
分
団
に
対
し
て

激
励
の
お
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

歳
末
特
別
警
戒

▶
団
本
部
に
よ
る
巡
察
の
様
子

▲睦消防組による梯子のリ

　

毎
年
恒
例
の
伝
統
行
事
で
あ

る
府
中
市
消
防
団
出
初
式
が
、

令
和
7
年
1
月
12
日
、
府
中
公

園
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
か
ら
実
施
日
を
1
月
の

第
2
日
曜
日
に
変
更
し
た
こ
と

も
あ
り
、
多
く
の
方
々
に
お
集

ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
出
初
式
は
、
消
防
団
の

勇
姿
を
市
民
に
披
露
す
る
と
と

も
に
、
団
員
に
と
っ
て
は
、
日

頃
か
ら
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮

し
、
ご
臨
席
い
た
だ
い
た
方
々

か
ら
の
激
励
を
受
け
、
改
め
て

地
域
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に

力
を
尽
く
す
こ
と
を
固
く
誓
う

場
で
も
あ
り
ま
す
。

　

式
典
に
先
立
ち
、
22
台
の
ポ

ン
プ
車
等
に
よ
る
市
内
パ
レ
ー

ド
、
ま
た
会
場
内
で
は
、
睦
消

防
組
に
よ
る
伝
統
の
木
や
り
行

進
、
梯
子
の
り
が
行
わ
れ
、
観

客
を
魅
了
す
る
素
晴
ら
し
い
演

技
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
貫
副
団
長
に
よ
る
半
鐘
を

合
図
に
式
典
が
始
ま
り
、
表
彰

で
は
高
野
市
長
か
ら
消
防
団
歴

15
年
の
団
員
の
方
々
に
感
謝
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
川
崎
団
長
か
ら
、

永
年
勤
続
表
彰
と
し
て
消
防
団

歴
25
年
、
20
年
、
15
年
、
10
年
、

5
年
の
団
員
の
方
々
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
沼
尾
府
中
消
防

署
長
よ
り
、
優
良
分
団
表
彰
と

し
て
、
第
3
分
団
、
第
7
分
団
、

第
10
分
団
、
第
14
分
団
、
第
15

分
団
、
第
17
分
団
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
防
団
員
と
し
て
長

年
ご
活
躍
い
た
だ
き
、
令
和
6

年
3
月
末
日
を
も
っ
て
退
団
さ

れ
た
方
々
に
、
総
務
省
消
防
庁

長
官
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
終
盤
に
は
、
第
13
分

団
に
よ
る
ポ
ン
プ
操
法
演
技
と

第
６
分
団
、
第
７
分
団
、
第
8

分
団
、
第
9
分
団
、
第
10
分
団

に
よ
る
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

▲一斉放水をする団員

永
年
勤
続続
表

彰

　

こ
の
度
、
令
和
7
年
の
年
頭

を
飾
る
出
初
式
に
お
い
て
、
多

く
の
来
賓
ご
臨
席
の
下
、
川
崎

団
長
よ
り
25
年
永
年
勤
続
表
彰

の
栄
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
大

変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

　

平
成
10
年
４
月
に
入
団
し
て

か
ら
今
日
ま
で
消
防
団
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
も
、

市
当
局
を
は
じ
め
、
消
防
署
、
団
の
先
輩
方
、
仲
間
達
、

地
域
の
方
々
か
ら
の
ご
指
導
、
そ
し
て
家
族
の
支
え
が

あ
っ
て
の
こ
と
と
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
今
、
火
災
は
も
と
よ
り
、
台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と

い
っ
た
自
然
災
害
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
が
危
惧
さ

れ
る
中
、
地
域
に
お
け
る
消
防
団
が
担
う
役
割
は
よ
り

一
層
重
要
視
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
地

域
防
災
の
重
要
性
を
改
め
て
考
察
し
、
市
民
の
皆
様
が

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
団
本
部
と
し

て
の
責
任
も
ふ
ま
え
、
消
防
団
活
動
に
従
事
し
て
い
く

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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第
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第
5
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介
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史

第
9
分
団

部

長

小
澤
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瀨
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光
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川
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第
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澤
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６
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年
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年
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団
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長
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12
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団
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岡
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松
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第
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団
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■■
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年
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続（

年
勤
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）
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年
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続（

年
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）
名
）

第
2
分
団
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口
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第
2
分
団
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長
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代
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彦

第
2
分
団

班

長

比
留
間
　
英
旭

第
2
分
団

団

員

石
坂
　
　
明
雄

第
5
分
団

団

員

桑
田
　
　
　
豊

第
5
分
団

団

員

内
海
　
　
　
敢

第
6
分
団

団

員

花
田
　
　
圭
介

第
6
分
団

団

員

榎
本
　
　
康
将

第
7
分
団

団

員

田
村
　
　
慶
吾

第
7
分
団

団

員

杵
渕
　
　
　
賢

第
7
分
団

団

員

荒
巻
　
　
偉
留

第
8
分
団

団

員

小
宮
　
　
健
太

第
11
分
団

班

長

桑
名
　
　
堅
也

第
11
分
団

班

長

葛
西
　
　
信
吾

第
11
分
団

団

員

須
田
　
　
隆
太

第
12
分
団

団

員

上
村
　
　
　
学

第
14
分
団

班

長

松
村
　
　
憲
一

第
15
分
団

団

員

千
葉
　
　
　
誠

第
15
分
団

団

員

太
田
　
　
　
亨

第
15
分
団

団

員

島
　
　
　
親
志

第
15
分
団

団

員

谷
合
　
　
亮
介

第
16
分
団

団

員

澤
井
　
　
政
善

第
16
分
団

団

員

佐
藤
　
　
勝
寛

第
16
分
団

団

員

市
川
　
　
晃
一

第
16
分
団

団

員

市
川
　
　
　
潤

第
18
分
団

団

員

金
井
　
　
義
洋

令
和
7
年
１
月
12
日（
日
）府
中
公
園
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機
関
員
操
縦
訓
練

　

令
和
6
年
7
月
28
日
（
日
）
、
8
月
4
日
（
日
）
の

2
日
に
わ
た
っ
て
、
警
視
庁
府
中
運
転
免
許
試
験
場
に

て
機
関
員
操
縦
訓
練
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

機
関
員
操
縦
訓
練
は
、
府
中
消
防
署
ご
協
力
の
も
と
、

毎
年
実
施
し
て
い
る
訓
練
で
、

有
事
の
際
に
正
し
い
知
識
で

安
全
か
つ
迅
速
に
ポ
ン
プ
車

及
び
照
明
電
源
車
を
運
転
す

る
た
め
の
所
作
を
学
ぶ
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
内
容
は
主
に
、
ポ

ン
プ
車
及
び
照
明
電
源
車
の

基
本
的
な
運
転
操
作
に
加
え
、

緊
急
走
行
時
の
注
意
点
や
、

出
動
中
に
運
転
す
る
車
両
が

事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た

時
の
適
切
な
対
応
等
を
学
び

ま
し
た
。

　

近
年
、
甚
大
な
自
然
災
害

が
頻
発
す
る
中
で
、
1
分
、

1
秒
で
も
早
く
災
害
現
場
に
到
着
で
き
る
か
が
重
要
に

な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
最
優
先
す
べ
き
は
安
全

第
一
と
な
り
ま
す
。
出
動
中
に
万
が
一
事
故
を
起
こ
し

て
し
ま
っ
た
時
に
、
冷
静
か
つ
適
切
な
対
応
を
取
る
こ

と
に
つ
い
て
も
消
防
団
員
と
し
て
の
責
務
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
訓
練
で
学
ん
だ
こ
と
を
各
分
団
に
持
ち
帰
り
、

分
団
内
で
情
報
共
有
を
図
る
こ
と
で
府
中
市
の
消
防
力

の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

西
部
ブ
ロ
ッ
ク
長　

第
13
分
団　

団
員　

髙
橋　

由

整列する団員整列する団員

実際にコース内でポンプ車を操縦する団員実際にコース内でポンプ車を操縦する団員

事故対応時の指導を受ける団員事故対応時の指導を受ける団員

歳
末
特
別
警
戒
期
間
中
の
食
事

　

12
月
28
日
～
30
日
の
３
日
間
、
年
末
で
火
気
の
使
用
が
増
え
火
災
が
発
生
し
や

す
い
時
期
に
、
消
防
ポ
ン
プ
車
で
地
域
を
巡
回
し
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
る
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
３
日
間
は
20
時
～
24
時
ま
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
各
地
域
の
自
治
会
の
方
、

歴
代
消
防
団
の
先
輩
方
や
日
頃
か
ら
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
地
元
の
皆
様
が

防
災
セ
ン
タ
ー
ま
で
激
励
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

そ
の
時
の
み
ん
な
の
楽
し
み
と
い
え
ば
担
当
団
員
が
準
備
し
た
食
事
に
な
り
ま

す
。
ご
近
所
の
飲
食
店
に
お
弁
当
や
オ
ー
ド
ブ
ル
を
注
文
す
る
こ
と
も
多
い
で
す

が
、
少
し
変
わ
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
で
楽
し
ん
で
い
る
分
団
が
あ
る
の
で
紹
介
い
た
し

ま
す
。

　

第
９
分
団
の
メ
ニ
ュ
ー
と
い
え
ば
、
鴨
下
班
長
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
作
る

ラ
ー
メ
ン
で
す
。
麺
を
製
麺
所
に
特
注
し
、
ス
ー
プ
や
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
を
手
作
り

で
手
間
暇
か
け
て
仕
込
ん
で
い
ま
す
。
激
励
に
訪
れ
た
方
々
に
も
召
し
上
が
っ
て

い
た
だ
き
、
好
評
を
い
た
だ
く
な
ど
、
団
員
の
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

他
に
は
１
日
目
に
作
っ
た
カ
レ
ー
に
出
汁
を
加
え
、
２
日
目
は
カ
レ
ー
蕎
麦
に

し
た
り
、
３
日
間
異
な
る
種
類
の
鍋
料
理
を
楽
し
む
分
団
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

み
ん
な
年
齢
も
職
業
も
違
い
ま
す
が
、
団
員
や
地
域
の
方
々
と
親
睦
を
深
め
る

き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

多
種
多
様
な
災
害
が
起
こ
る
危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、
消
防
団
へ
の
期
待

も
強
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
消
防
団
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
市
民
の
安
心

安
全
の
た
め
に
時
に
厳
し
い
中
に
も
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
「
自
分

た
ち
の
街
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
す
る
消
防
団
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
９
分
団　

団
員　

大
室　

元

い
た
だ
き

ま
ー
す
！

い
た
だ
き

ま
ー
す
！

じ
っ
く
り

コ
ト
コ
ト
…

じ
っ
く
り

コ
ト
コ
ト
…

府中市消防団の
公式Instagram

アカウントを開設しました

アカウント名は「東京都府中
市消防団広報担当」で、大清
水広報委員長を中心にアカウ
ントを運営しています。日々
の訓練や消防団互助会の事業
を中心に掲載していますので、
ぜひフォローのほどよろしく
お願いします。

現
在

昔
　

現
在
の
状
況
と
し
ま
し
て
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
が
普
及
し
た
こ
と
に
伴
い
一
般
の
通
信
手
段
が

大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
各
団
員
へ
の
第
一
報
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
メ
ー
ル
を
通
じ
た
手
段
へ
変
化

し
、
そ
こ
か
ら
各
団
員
間
の
や
り
取
り
は
無
線
を

用
い
た
も
の
を
メ
イ
ン
と
し
て
チ
ャ
ッ
ト
型
ア
プ

リ
や
地
図
ア
プ
リ
が
補
完
し
て
い
く
も
の
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。 

　

こ
れ
に
よ
り
個
数
の
制
限
が
あ
る
無
線
機
に
頼

ら
ず
と
も
現
場
へ
の
急
行
及
び
指
示
出
し
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
状
況
に
よ

り
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
用
い
て
写
真
を
撮
影
し
、

現
場
状
況
を
団
員
に
共
有
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

　

チ
ャ
ッ
ト
型
ア
プ
リ
で
の
や
り
取
り
で
は
、
現

場
へ
急
行
す
る
旨
の
連
絡
や
待
機
位
置
の
伝
達
等

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
や
り
取
り
に
よ

り
、
実
際
に
活
動
す
る
上
で
よ
り
迅
速
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
場
で
は
団
長
指
揮
の
も
と
、
各
分
団
の
対
応

が
指
示
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
実
際
に
水
を
出
し
て

消
火
に
あ
た
る
団
、
投
光
器
や
交
通
誘
導
に
あ
た

り
消
火
作
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
補
助

す
る
団
な
ど
に
分
か
れ
て
消
火
に
当
た
り
ま
す
。

第
4
分
団　

団
員　

金
井　

健
一

　

出
火
報
が
あ
る
と
警
戒
区
域
の
防
災
セ
ン
タ
ー

に
設
置
さ
れ
た
サ
イ
レ
ン
が
消
防
署
に
よ
っ
て
鳴

ら
さ
れ
ま
す
。
そ
の
サ
イ
レ
ン
に
気
づ
い
た
消
防

団
員
が
防
災
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り
、
ポ
ン
プ
車
で

出
動
し
ま
す
。
出
動
の
た
め
に
必
要
な
人
数
に
足

り
な
い
場
合
は
、
手
動
で
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
た

り
、
各
団
員
へ
電
話
し
た
り
し
て
集
合
を
か
け
ま

し
た
。

　

鳴
る
の
は
防
災
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
た
サ
イ

レ
ン
の
み
な
の
で
、
防
災
セ
ン
タ
ー
か
ら
遠
い
場

所
で
は
風
向
き
に
よ
っ
て
聞
こ
え
な
か
っ
た
り
し

ま
し
た
が
、
近
隣
の
防
災
セ
ン
タ
ー
の
サ
イ
レ
ン

や
出
動
し
た
消
防
車
の
サ
イ
レ
ン
を
聞
き
、
出
火

報
の
有
無
を
確
認
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ア
ナ
ロ
グ
無
線
だ
っ
た
頃
は
、
自
費
で
無
線
を

購
入
し
て
自
宅
に
置
き
、
即
時
に
出
火
報
に
気
づ

け
る
よ
う
に
し
て
い
る
団
員
も
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
照
明
電
源
車
が
配
備
さ
れ
て
い
る
分
団

に
は
、
ポ
ケ
ベ
ル
が
支
給
さ
れ
、
出
動
要
請
が
あ

る
場
合
は
サ
イ
レ
ン
で
は
な
く
ポ
ケ
ベ
ル
で
知
ら

さ
れ
ま
し
た
。

　

第
2
分
団
で
は
、
2
週
間
ご
と
に
ポ
ケ
ベ
ル
を

携
帯
す
る
担
当
を
決
め
て
い
ま
し
た
。
第
一
報
は
、

そ
の
ポ
ケ
ベ
ル
に
入
る
の
で
責
任
重
大
で
す
。
そ

の
２
週
間
は
夜
、
遠
出
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
21
年
度
に
出
火
報
が
メ
ー
ル
で

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

第
2
分
団　

部
長　

長
代　

則
彦

　

か
な
り
昔
は
見
え
る
範
囲
が
出
動
範
囲
と
い
う

事
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
当
時
は
田
畑
ば
か
り
で
高

い
建
物
が
無
か
っ
た
の
で
、
煙
が
上
が
る
と
良
く

見
え
た
そ
う
で
す
。
近
場
だ
と
思
っ
て
出
動
し
た

ら
調
布
の
先
だ
っ
た
な
ん
て
話
も
あ
り
ま
し
た
。

　

近
年
に
な
り
消
防
無
線
が
配
備
さ
れ
団
の
無
線

担
当
が
無
線
を
聞
き
、
火
災
情
報
が
入
り
次
第
、

団
員
で
連
絡
し
あ
い
出
動
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

第
1
分
団　

班
長　

横
田　

真
治

出
動
方

つ
に

て

法

い


